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　最近，少産少子の時期が続いており，こどもの健やかな成長は大切である．しかし，学童の不登校や学習障害
が多く，社会的に問題であり，重大である．それらの原因が発達期にあることは間違いないが，それが遺伝的要
因の関与がどの位あるのか，環境的要因がいつ発生したのかなど，分からないことが多い．要因は個人によって
異なり，多岐にわたるようである．それらの本質を生物学的に解明することは至難の業であろうが，少しでも早
期発見し，予防するためには必要なことである．
　中枢神経系は，胎児期には脊髄から大脳に向かって形成され，乳幼児期には大脳の皮質が機能的に成熟して，高
次脳機能が完成していく．この過程は本来もっている遺伝的素因と生活の中の環境によって影響されることは多
くの経験から推測されるが，その生物学的分子機構はほとんど分かっていない．今，ここにメスが加えられよう
としている．
　21世紀は「脳とこころ」の世紀と言われてかなりの年月を経たが，こころの源が脳にあるために，こころの病
気を脳の科学研究の進歩を基盤として捉えられようとしている．脳の発達の生物学的研究は，こころの発達にも
アプローチされるであろうが，大きなブレイクスルーが必要であり，期待される．今までは，病気の原因遺伝子
とその蛋白の面から発生機序を研究し，発達的な側面が追求されてきたが，今や，他の遺伝子群が如何に変動し
て発症に関与するかも調べられている．更に，これに発達という時間軸が加わると，同じストレスに対しても時
期によって反応は大きく異なり，発達研究は益々面白くなる．
　一・方，臨床的側面から子供の発達障害の成因を追求した研究は多い．40年ほど前，米国NIHでは，新生児期
からの大がかりな前方視的長期追跡調査が行われた．多施設で施行された追跡調査の成果は今でも論文として報
告されており，論文のタイトルだけのリストでも厚い本になるほどである．しかしながら，発達に及ぼす遺伝と
環境の影響は未だに明瞭に区別することはできない．胎児・新生児の医療も先端技術の進歩や分子生物・遺伝学
の発展と共に，急速に進歩しており，時代の進歩を捉えた長期追跡の大規模調査を逐次繰り返すことも大切であ
ろう．
　こどもの発達の研究は，老化や再生医療の基礎研究にも通じるものがある．こどもの健やかな発達は人生の基
盤であり，重視するに値する．
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